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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、茶産地における地域的な特徴・課題について、生産・

加工・流通・消費の側面から明らかにし、産地に適合的な茶業のあり方を提案することである。

研究期間内に、国内外の現地調査による茶の生産・加工・流通に関する地域別の特徴や課題の

整理、アンケート調査による消費者の飲料消費等の把握、「経験」と「消費」の因果関係の解明

を行った。また、積極的に報告・論文執筆を行ってきたことで、研究成果を社会化することが

できた。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aims to reveal the characteristics and the issues of the 
tea industry by region, and to give some suggestions of consumer-conscious planning of 
productions and sales. The achievements of this study are the followings. 
1. Revealed the characteristics and the issues of the tea industry by region. 
2. Came out the consumers’ behavior to beverage consumption, and cause-and-effect 

relationship between the consumers’ experiences and consumers’ behavior 
3. Reported the results of all the above. 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国における「飲茶」の習慣は根強く、
緑茶は、日本人の生活において重要な位置を
占めている。一方、消費者は「淹れて飲む」
よりも「簡便に飲む」傾向を強め、リーフで
の購入は減少し、ペットボトル等飲料での購
入が増加している。 
生産における変化をみると、リーフ形式の

茶葉として利用される一番茶、二番茶の生産
が減少基調にあり、ペットボトル等飲料用に
仕向けられる三番茶、秋冬番茶等の生産が増
加傾向にある。また、緑茶飲料メーカーによ

る生産部門への参入がみられるようになり、
ペットボトル等飲料用への原料供給生産が
ますます増加する傾向にある。 
茶産地をとりまく環境の変化の影響から、

茶価は低下を続けており、特に伝統的茶産地
に大きな打撃を与えている。このため、各産
地において、生産体制の見直しや販売戦略の
方向転換等も含めた生産計画・販売戦略の構
築が急務となっている。一方で、日本国内に
存立する茶産地は、各々に大きく異なる生産
～販売のシステムを有している場合が多く、
環境変化に対して地域限定的な対応となら
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ざるを得ない。茶業経営の地域的な特徴や相
違の存在と重要性については広く認知され
ているものの、各々の関係について、より具
体的に、より相対的に、位置づけを明らかに
した研究はみられない。 
 そこで、本研究では、日本国内における主
要茶産地を対象として生産から販売までの
特徴および課題について、文献研究・統計的
分析・実証的分析によって明らかにする。さ
らに、都市住民や海外の消費者の消費動向を
明らかにした後に、各茶産地の特徴や課題に
基づいた生産計画・販売戦略の提言を行う。  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本国内に広く存在する

茶産地における地域的な特徴・課題について、
生産・加工・流通・消費の側面から明らかに
し、各産地に適合的な茶業のあり方を提案す
ることにある。茶産地をとりまく環境は他の
農産物産地の例にもれず、グローバル化や消
費ニーズの多様化に直面しており、茶業経営
体あるいは産地全体の競争力を高めていく
必要がある。本研究によって、苦境に立たさ
れている茶業経営体・茶産地全体の生産計
画・販売戦略構築の一助となることが期待さ
れる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、①茶産地の類型区分を文献研

究・統計的分析および現地調査に基づく実証
的分析によって行い、生産・加工・流通上の
特徴・課題を明らかにすると同時に、②日本
国内の都市や海外の都市の住民を対象とし
た現地調査やアンケート調査を実施し、緑茶
の消費動向や消費ニーズの実態を明らかに
する。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
 23年度は、まず茶業経営の現代的位置づけ
を把握するために、既往研究の整理を行い、
本研究の位置づけをより明確にした。さらに、
静岡県、福岡県、鹿児島県等で、行政、茶の
生産者や茶工場、茶商などの流通業者、茶生
産に参入した企業等へ聞き取り調査を行い、
これによって、茶の生産・加工・流通に関す
る地域ごとの特徴や課題を整理した。また、
韓国でも現地調査を行い、海外の動向に関 
する知見も得た。これらの成果について、11
月 に イ ン ド ネ シ ア で 開 催 さ れ た The 
International Society for Southeast Asian 
Agricultural Sciences(ISSAAS（東南アジア
農学会）)において報告を行った。 
 24年度も引き続き、現地調査を進めること
に加えて、Web を用いた消費者調査を行い、
消費者の飲料消費の傾向、ブランド認知、茶 
に関する経験とリーフ茶飲用の因果関係な

どを明らかにした。これらの成果は、日本農
業経営学会等において報告を行った。以上の
研究をつうじて、当初の目的のかなりの部分
が達成されたと考えられる。また、産地でも
積極的に報告を行ってきたことによって、研
究成果を一定程度社会化することができた
ものと考えられる。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
 ここでは、前述の「茶に関する経験とリー
フ茶飲用の因果関係」を明らかにした成果に
ついて記述する。 
この成果は、消費者がリーフ茶を選択する

要因としての「茶に関する経験」に注目し、
茶に関する経験がリーフ茶の消費・購買の行
動に与える影響を明らかにすることを目的
に行った研究である。具体的には、リーフ茶
に関する全国アンケート調査をもとに、①リ
ーフ茶の消費や購買の実態、②茶に関する経
験、を明らかにし、③茶に関する経験とリー
フ茶の消費・購買の行動との間の因果モデル
について検討を加えた。 

 
① リーフ茶の消費や購買の実態 
リーフ茶を飲用しているのは全体の約 80%

であり、緑茶ドリンクよりもリーフ茶を飲用
しているのは、そのうちの約 45%である。ま
た、好きな飲料としての「１位」にリーフ茶
を挙げている回答者は 32.8%で、コーヒー
（ 40.1%）に次いで高く、緑茶ドリンク
（14.0%）を上回っている。 
 リーフ茶の購入場所、購入する茶葉の種類、
購入価格帯、購入基準について、自宅用・贈
答用別に回答を得た。相違点として、以下の
結果が得られた。購入場所では、自宅用で「ス
ーパーマーケット」の回答割合が圧倒的に高
かった（57.2%）のに対して、贈答用では「購
入しない」が最も高く（32.2%）、「百貨店」
（21.8%）の回答もみられた。茶葉の種類で
は、自宅用と贈答用のいずれにおいても「普
通煎茶」「深蒸し煎茶」の回答割合が高かっ
た。その一方、３位以下をみると「玄米茶」
「ほうじ茶」の回答割合が高かった（32.4%、
31.7%）自宅用に対して、贈答用では「玉露」
「玉緑茶」が高い（31.5%、18.8%）という相
違点もみられた。購入価格帯では、自宅用で
1,000 円以下が大半を占めていた（75.5%）の
に対して、贈答用で 1,001～2,000 円の価格
帯の割合が高かった（52.9%）。購入基準では、
自宅用で「安全性」「低価格」を重視する割
合が高かった（61.3%、59.1%）のに対して、
贈答用で「高級感」「生産地・銘柄」を重視
する割合が高かった（80.3%、77.0%）ことが
差異としてみられた。 
 
② 茶に関する経験 



「経験なし」（48.1%）が最も多く、全体的
に茶に関する経験をもつ人は少ないといえ
るが、「茶の淹れ方を知っている」（24.7%）、
「単独で立地している茶専門店を訪れたこ
とがある」（20.5%）、「茶産地を観光等で訪れ
たことがある」（18.8%）、「茶道の経験がある」
（17.3%）、「茶、ウーロン茶、紅茶の相違点
が分かる」（17.1%）の回答割合が比較的高い。 
 

③ 茶に関する経験とリーフ茶の消費・購買
の行動との間の因果モデル 

下図は、SEM の分析結果である。 
図中の「茶に関する経験」は「茶に関する

経験の豊富さ」を表し、これから「リーフ茶
飲用機会」「リーフ茶購入店舗」「リーフ茶購
入基準」の構成概念へと矢印が伸びている。
これら３つの構成概念は、それぞれ「リーフ
茶志向からくる飲用機会の多さ」、「スーパー
等手軽な店舗の利用の多さおよび専門的店
舗利用の少なさ」、「リーフ茶購入におけるこ
だわりの強さおよび価格への無頓着傾向」を
表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図．SEM分析結果 
 
図は、「茶に関する経験」が他の構成概念

や観測変数に、どのような影響をどの程度与
えているのかを示しているが、複雑なので順
に要約すると、 
 

「経験」→「機会」：茶に関する経験が豊富
になれば、茶への志向性が高まり、飲用機会
も増加すると考えられる 
 
「経験」→「店舗」：茶に関する経験が多い
と、手軽な店舗を利用しなくなり、専門的な
店舗を利用したり直接取引をしたりする傾
向にあると考えられる 
 
「経験」→「基準」：茶に関する経験が増え
ると、購入にあたって気にする基準が増加し、
影響は非常に小さいものの，価格の安さを気
にせず、購入する茶葉の価格が高くなると考
えられる 
 
以上のとおり、この成果が明らかにしたの

は、以下の 2点である。 
第１に、リーフ茶の消費・購買の実態に関

する点である。リーフ茶を飲用しているのは
回答者の約 80%であり、飲料の好みとしては、
緑茶ドリンクを上回っている。消費量こそ減
退しているものの、リーフ茶の愛好者は多い
と考えられる。また、茶葉の購入にあたって
は、自宅用は「手軽に購入、低価格だが、安
全には気を使う」のに対して、贈答用は「専
門店に足を運び、高級、信頼感・イメージに
気を使う」傾向にあった。 
第２に、茶に関する経験のリーフ茶の消

費・購買の行動に対する影響に関する点であ
る。すなわち、茶に関する経験が多くなれば、
リーフ茶飲用機会が高まる、購入する店舗が
専門化する、安さを追求しなくなる、多くの
購入基準をもつといったことである。 
これまでの研究でも、緑茶のマーケティン

グにおける“産地での経験の重要性”が示唆
されているものの、これらは経験と緑茶消費
行動の一部との限定的な相関関係を明らか
にしたものであり、「経験と総合的な緑茶の
消費・購買行動」の関係を解明するには至っ
ていない。 
この成果は、SEM を用いて「経験と総合的

な緑茶の消費・購買行動」の関係を明らかに
するものであり、既往研究で指摘されてきた
緑茶マーケティングにおける経験の重要性
を追認する結果となったうえ、新たな戦略構
築にも寄与するものと考えられる。 
 
(3)今後の展望 
全国的な現地調査や流通に関する現地調

査で、「網羅的」という意味では不十分な点
がある。より幅広く、同様の研究を進めてい
く必要がある。 
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